
熊本県農業共済組合

R7年度 獣医師採用のご案内



熊本県は乳牛・肉牛ともに飼養頭数全国上位

県名 飼養頭数

1位 北海道 821,500

2位 栃木 52,800

3位 熊本 43,000

4位 岩手 38,700

5位 群馬 31,900

農林水産省HPより 令和6年度統計

県名 飼養頭数

1位 北海道 558,500

2位 鹿児島 362,700

3位 宮崎 258,200

4位 熊本 134,000

5位 長崎 93,500



家畜共済の事故発生状況

共済事故 年度 発生件数 支払共済金

疾病傷害
R5年度 100,323 984,201,710 

R6年度 99,430 981,675,533

死亡・廃用

R5年度 12,039 1,374,526,983

R6年度 11,659 1,321,950,960

合計
R5年度 112,362 2,358,728,693

R6年度 111,089 2,303,626,493

熊本県 支払実績



NOSAI熊本 家畜診療所

１

2
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①家畜診療所 本所
獣医師7名

②家畜診療所 菊池支所
獣医師12名

③家畜診療所 阿蘇支所
現在休所

本所家畜課
獣医師４名

獣医師 全23名
（女性5名）



NOSAI熊本 本所 地図①



家畜診療所 本所 地図①

NOSAI熊本本所横にあり、熊本市近辺の地域や、熊本県西南部で獣
医師の少ない地域まで診療にいっています。



家畜診療所 菊池支所 地図②

県内で最も家畜の多い地域にある診療所で、診療数も多くなります。



診療所本所 検査室



主な検査機器等

生化学測定器

自動血球測定器

携帯用生化学・血液ガス分析器

超音波検査器（１人１台）

受精卵作成装置一式

クリーンベンチ・滅菌器具

恒温槽・低温冷蔵庫

診療器具（手術用具含む）は個人別に貸与



診療所獣医師の業務内容
○ 往診：一般診療

○ 繁殖検診

○ 人工授精、受精卵移植

○ 採卵（菊池支所）

○ 損害防止事業

a）一般損害防止事業（組合事業）
空胎防除、ビタミン欠乏予防、血液原虫駆除、肥育ＭＰＴ

b)特定損害防止事業（国の事業）
繁殖検診、寄生虫性下痢予防、乳房炎防除
乳用牛ＭＰＴ（代謝プロファイルテスト）

○ 自衛防 ワクチン接種

○ 廃用認定、共済加入時の健康審査

○ 家畜共済制度の説明



１日の流れ
～8：30

出勤

8：30～
往診

農家巡回

12：00-13：00

お昼休憩

13：00～
手術

往診

16：00～

カルテ作成

検査

17:30～

夜間当番 夜間当番はローテーションで当番を回します

各自支給される診療携帯に往診依頼の電話が来ます
前日の検査結果をチェックします

土日祝は
２～３人体制で
働いています



新任獣医師も先輩の指導の下、日々頑張っています！

授精 ・ 点滴注射



尿膜管膿瘍手術
手術も積極的に行っています！



研修も充実しています

• NOSAI宮崎主催新人研修に参加

（1年目２回、２年目１回、３年目１回の計４回） 各１週間程度

• 成長分野等における中核的専門人材養成等の戦略的推進

事業（文部科学省）開催の研修に参加（宮崎大学にて開催）

• 製薬会社主催の勉強会（1-2ヶ月に1-2回）

• 中堅者研修に参加

• 学会・研修会への出席



NOSAI熊本では、実習生を歓迎しています！

宿泊部屋 シャワー室

家畜診療所本所には宿泊部屋もあり、
宿泊助成制度（一泊5,000円）もあります！

是非、実習にきてみてください！
連絡先は採用申込先と同様です。



採用待遇

１）職員給与 本俸 251,500円

※ 熊本県職員 医療技術職に準ずる

２）獣医師手当 50,000円

３）診療手当 1年目 30,000円
2年目～4年目 40,000円

5年目以降 50,000円

４）その他

① 住居手当 ② 通勤手当

③ 休日・時間外手当・夜間待機手当

④ 社会保険（健康・厚生年金） 労働保険（労災・雇用）

⑤ 扶養手当

⑥ 定期昇給（年１回４月）、賞与（年２回）

⑦ 熊本県産業動物獣医師修学資金貸与事業にも対応

私立大学（216万/年以内） 国立大学（120万/年以内）



採用情報
• 採用人数 ： ２名程度

• 申込方法

獣医師採用申込書(NOSAI熊本ホームページ）に必要事項を記入し

郵送ください。

• 申込受付期間：令和７年４月１日～令和７年７月末日予定

• 申込先
〒861-4214
熊本県熊本市南区城南町舞原４５１番地６
熊本県農業共済組合 本所家畜・収入保険事業部 家畜課

• TEL：0964-25-3204 FAX：0964-25-3232
Mail：honsyo-katiku@nosai-kumamoto.or.jp



Q＆A

Q：獣医師の出身地割合
を教えてください。

A:熊本県出身６名

九州（熊本除く）出身７名

関西出身３名

関東出身３名

その他４名

Q:馬を診療することもあり
ますか。

A:馬の診療は多くはない
です。稀（年に1～2件）に
あります。



Q:NOSAI宮崎主催の新人研
修ではどのようなことを学
べますか。

A:初歩的なところから充実
した研修を受けさせてもらえ
ます。保定の方法、注射の
仕方、家畜共済制度につい
ての説明、その他にも補液
の仕方、代謝プロファイル
テストの方法等も研修があ
るようです。

Q:年齢の近い先輩はいま
すか。

A:20代が７名、30代が９名
おります。どちらかというと
若い方が多いので安心して
いただいて大丈夫です！

Q＆A



Q:産休育休後、復職され

た方はいらっしゃいます
か。

A: 産休育休後、復職し
た職員はいます。

Q:夏休み等、連続した休
暇は取得できますか。

A：夏休みは5日間ありま

すので、診療所内での調
整は必要ですが連続した
休暇はとれると思います。

Q＆A



Q＆A

Q：中途採用・転職で勤務

されている方はいらっしゃ
いますか。

A:中途採用で勤務中の方
は全世代で１０名います。

Q:家畜課の業務はどのよ
うなものですか。

A:病傷事故診断書審査、

死廃事故確認、死廃事故
診断書の審査、共済金の
支払い業務が主になりま
す。



Q＆A

Q：採卵頭数を教えてくだ
さい。

A:採卵は家畜診療所菊

池支所で行っており、現
在、年間約４０頭です。

Q:採用倍率を教えてくだ
さい。

A:昨年は１倍でした。

応募５人に対し、採用５名

※辞退者３名含まず。


